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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 
   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，
そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 
 
（２）調査の対象とする児童生徒 
 【小学校調査】 
小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 
中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年 
 
（３）調査事項及び手法 
① 児童生徒に対する調査 
ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 
国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主
として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 
※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 
可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 
※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 
実践し評価・改善する力など 
イ  質問紙調査 
学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 
 
② 学校に対する質問紙調査 
学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備
の状況等に関する質問紙調査を実施。 
  
（４）調査の方式 
   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 29 年 4 月 18 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 
国語Ｂ 
（40 分） 
算数Ｂ 
（40 分） 
児童質問紙 
（20～40 分程度）
 
【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ 
（45 分） 
国語Ｂ 
（45 分） 
数学Ａ 
（45 分） 
数学Ｂ 
（45 分） 
生徒質問紙 
（20～45 分程度） 
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（６）集計児童生徒・学校数 
① 集計基準 
児童生徒に対する調査について，平成 29 年 4 月 18 日に実施された教科に関する
調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する
児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 
 
② 集計児童生徒数 
（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 
 調査対象児童数※1 4月18日に調査を実施した
児童数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した児童数 
公立 1,031,772人 999,723人 1,011,445人
国立 6,495人 6,390人 6,416人
私立 12,819人 6,468人 6,825人
合計 1,051,086人 1,012,581人 1,024,686人
 
 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年， 
特別支援学校中学部第 3学年） 
 調査対象生徒数※1 4月18日に調査を実施した
生徒数※2 
【参考】 
4月18日～5月2日に調査を
実施した生徒数 
公立 1,040,281人 982,811人 990,567人
国立 10,740人 10,107人 10,528人
私立 80,412人 31,271人 31,313人
合計 1,131,433人 1,024,189人 1,032,408人
 
※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒
数，私立は，平成 28 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能
性がある。 
※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で
算出。 
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③ 集計学校数 
（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 19,577校 
19,456校
（99.4％）
111校
19,567校
（99.9％）
国立 75校 
75校
（100.0％）
0校
75校
（100.0％）
私立 224校 
114校
（50.9％）
4校
118校
（52.7％）
合計 19,876校 
19,645校
（98.8％）
115校
19,760校
（99.4％）
 
 
（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校，特別支援学校中学部） 
 
調査対象者の
在籍する学校
数 
4月18日に調査を
実施した学校数 
（実施率％） 
【参考】 
4月19日～5月2日
に調査を実施し
た学校数 
【参考】 
4月18日～5月2日に
調査を実施した学校
数（実施率％） 
公立 9,628校 
9,539校
（99.1％）
73校
9,612校
（99.8％）
国立 80校 
77校
（96.3％）
3校
80校
（100.0％）
私立 759校 
366校
（48.2％）
2校
368校
（48.5％）
合計 10,467校 
9,982校
（95.4％）
78校
10,060校
（96.1％）
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 
本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実
施しているが，実施教科が国語，算数・数学の 2 教科のみであることや，必ずしも学
習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児
童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一
側面に過ぎないことに留意することが必要である。 
本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均
正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中
央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総
合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目し
て学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上
につなげることも重要である。 
 
＜用語説明＞  
語 句  説       明 
平均正答数 児童生徒の正答数の平均。 
平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂごとの平均正答率は，
それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答
率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の
百分率。 
中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 
最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 
標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数
値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ
とを意味する。 
相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1
から 1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほ
ど負の相関が強いことを表す。 
解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理
したもの。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント
○調査問題の趣旨・内容
○課題等
◇･･･相当数の児童ができている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ 
〔 〕内の記号は，問題番号
国語Ａ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 
（例）■ 互いの話を聞き，考えの共通点や相違点を整理しながら，進行に沿って話し合う。 
■ 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書く。
■ 目的に応じて，文章の中から必要な情報を見付けて読む。
■ ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いる。
国語Ｂ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 
（例）■ 目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，場に応じた適切な言葉遣いで自分の
考えを話す。 
■ 目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く。
■ 物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる。
目的や意図に応じて，スピーチメモと友達の助言を基に，場に応じた適切な言葉遣いで話すことに
課題がある。〔Ｂ１三〕 
目的や意図に応じ，中学生からの助言を基に必要な内容を整理して，協力を依頼する文章を書くこ
とに課題がある。〔Ｂ２三〕 
物語を読み，感想を伝え合う中で，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめるこ
とに課題がある。〔Ｂ３三〕 
◆(A) 互いの話を聞き，考えの共通点や相違点を整理しながら，進行に沿って話し合うことに課題が
ある。〔Ａ１〕 
 
◆(A) 手紙の構成を理解し，後付けを書くことに課題がある。〔Ａ２二〕 
 
◆(B) 物語を読み，感想を伝え合う中で，自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉
えることに課題がある。〔Ｂ３二〕 
◇(A) ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることについては，相当数の児童ができている。
〔Ａ５〕 
◇(A) 今回出題した漢字の読みについては，相当数の児童ができている。〔Ａ７(3)(4)(6)〕
◆(A) 今回出題した漢字の書きについては，正しく書くことに課題があるものがある。〔Ａ７(1)〕
主な特徴 
話すこと・聞くこと 
書くこと 
読むこと 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
-8-
○指導改善のポイント 
 
 
○ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話す指導の充実 
 ・ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話すためには，話の構成や内容を工夫し，場に応
じた適切な言葉遣いで話すことができるようにする必要がある。話の構成や内容を工夫するために
は，自分の立場を明確に説明したり，事実と感想，意見とを区別したり，結論付けを明確にしたりす
ることなどについて指導することが大切である。また，場に応じた適切な言葉遣いで話すためには，
声量や速度，抑揚や間の取り方，改まった言葉や丁寧な言葉，敬体と常体との使い分けなど，その場
に応じた最も適切な表現の仕方について指導することが大切である。 
   話し言葉には，発せられた途端に消えていくという特質や，聞き手の反応やその場の状況などの影
響を強く受けながら理解されたり表現されたりするという特質がある。こうした特質を踏まえた上
で，自分の考えが伝わるように話すことができていたか振り返ることができるように指導することが
大切である。また，相手の反応に応じて，思考を働かせながら話すことができるように指導すること
が大切である。 
 
 
○ 実用的な文章としての手紙を書く指導の充実 
・ 実生活においては，依頼状や案内状，礼状などの実用的な文章としての手紙を書くことが求められ
る。手紙を書く相手や目的を明確にしながら，書く事柄を整理し，構成することができるように指導
することが大切である。その際，手紙の基本的な形式とともに手紙の形式がもつ意味について指導す
ることが大切である。 
○ 目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く指導の充実 
・ 読み手に自分の伝えたいことが分かるようにするため，具体的な事実を基にしたり，複数の内容を
関係付けたりして必要な内容を整理して書くことは重要である。目的や意図に応じて，取材の内容や
方法を工夫し，書く事柄を収集した上で，その中から，具体的な事実と自分の感想，意見などとを区
別しながら必要な内容を整理して書くことができるように指導することが大切である。 
  
 
○ 物語を読んで感想を伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりする指導の充実 
・ 物語を読んで感想を伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにすることは
重要である。そのために，自分の考えが，どの叙述に基づいているか，自分の経験などとどう結び付
いているのかを明らかにしながら伝え合い，一人一人の感じ方に違いがあることに気付くことができ
るように指導することが大切である。さらに，互いの考えの共通点や相違点を明らかにしながら，自
分の考えを広げたり深めたりすることができるように指導することが大切である。 
○ 物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる指導の充実 
・ 叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめるためには，一つの場面の叙述だけを対象とす
るにとどまらず，複数の場面の叙述を相互に関係付けながら読むことが重要である。さらに，高学年
においては，場面の展開に沿って読みながら，登場人物の相互関係や心情，場面についての描写など
を捉え，優れた叙述について自分の考えをまとめることができるように指導することが大切である。 
 
 
○ 漢字のもつ意味を考えながら，文や文章の中で適切に漢字を使う指導の充実 
・ 各教科等や日常生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるようにするためには，漢
字を字形に注意しながら繰り返し書いて練習することのみならず，漢字のもつ意味を考えながら，
文や文章の中で正しく使うことができるように指導することが大切である。また，同音異義語に注
意するなど，漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすることが重要である。 
書くこと 
読むこと 
話すこと・聞くこと 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語Ａ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,542 人 11.2 問／15 問 74.9% 12.0 問 2.8 13 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）      正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                      正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと  1 69.3 
書くこと  2 60.7 
読むこと  3 70.4 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 11 78.1 
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度  0  
話す・聞く能力  1 69.3 
書く能力  2 60.7 
読む能力  3 70.4 
言語についての知識・理解・技能 11 78.1 
問題形式 
選択式  9 71.9 
短答式  6 79.6 
記述式  0  
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問題別集計結果 
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む
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力
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語
に
つ
い
て
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識
・
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解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１ 3・4オ ○ ○ 69.3 0.1
２一 5・6ウ ○ ○ 79.7 0.1
２二 5・6イ ○ ○ 41.6 0.3
３ 3・4イ ○ ○ 74.6 0.4
４一 5・6エ
3・4
(1)ア
(ア)
○ ○ ○ 79.5 0.4
４二 5・6エ
3・4
(1)ア
(ア)
○ ○ ○ 57.1 0.7
５ア
3・4
(1)ア
(イ)
○ ○ 90.1 0.8
５イ
3・4
(1)ア
(イ)
○ ○ 83.8 1.0
６
5・6
(1)ア
(ア)
○ ○ 71.3 1.6
７（１）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 42.3 10.6
７（２）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 80.1 4.6
７（３）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 94.5 3.0
７（４）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 88.9 2.9
７（５）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 77.0 11.7
７（６）
5・6
(1)ウ
(ア)
○ ○ 94.6 2.9
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
 漢字を読む
（指示）
 学校新聞を書くために，「時の記念日」につ
 いての【資料】から，小野さんと今村さんが
 中心に読むとよい段落をそれぞれ選択する
 俳句の情景について考えたこととして適切な
 ものを選択する
 グループの話合いを通して見付けた俳句のよ
 さとして適切なものを選択する
 ことわざの使い方の例として適切なものを選
 択する
（三度目の正直）
 ことわざの使い方の例として適切なものを選
 択する
（もちはもち屋）
 【｢外郎売｣の一部】を音読して気が付いたこ
 との説明として適切なものを選択する
 漢字を書く
（参加たいしょう）
 漢字を書く
（４年生のきぼう者）
 漢字を読む
（申しこみ期限）
 漢字を読む
（事務室前）
 漢字を書く
（箱がおいてあります）
 学年別漢字配当表に示されてい
 る漢字を正しく書く
 学年別漢字配当表に示されてい
 る漢字を正しく読む
 古文における言葉の響きやリズ
 ムを楽しみながら読む
学習指導要領の領域等
 ことわざの意味を理解して，自
 分の表現に用いる
 学年別漢字配当表に示されてい
 る漢字を正しく書く
 学年別漢字配当表に示されてい
 る漢字を正しく読む
 俳句の情景を捉える
評価の観点 問題形式
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
 手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名
 のそれぞれの位置について，適切なものを選
 択する
 学級文集のタイトルを決める話合いにおける
 野村さんの報告の説明として適切なものを選
 択する
 お礼の気持ちを伝えるために，どのような内
 容を書いているのか，書かれている内容の説
 明として適切なものを選択する
 目的に応じて，文章の中から必
 要な情報を見付けて読む
 互いの話を聞き，考えの共通点
 や相違点を整理しながら，進行
 に沿って話し合う
 目的や意図に応じ，内容の中心
 を明確にして，詳しく書く
 手紙の構成を理解し，後付けを
 書く
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【国語Ｂ】 
児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,012,360 人  5.2 問/9 問 57.6％ 5.0 問 2.2 6 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）      正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 
分類 区分 対象問題数 （問） 
平均正答率
（％） 
学習指導
要領の 
領域等 
話すこと・聞くこと 3 65.1 
書くこと 5 53.5 
読むこと 3 49.4 
伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 0  
評価の 
観点 
国語への関心・意欲・態度 3 41.9 
話す・聞く能力 3 65.1 
書く能力 5 53.5 
読む能力 3 49.4 
言語についての知識・理解・技能 0  
問題形式 
選択式 5 64.7 
短答式 1 69.4 
記述式 3 41.9 
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問題別集計結果 
 
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
書
く
こ
と
読
む
こ
と
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
話
す
・
聞
く
能
力
書
く
能
力
読
む
能
力
言
語
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解
・
技
能
選
択
式
短
答
式
記
述
式
１一 5・6イ ○ ○ 77.3 0.5
１二 5・6イ ○ ○ 69.4 3.8
１三 5・6イ
5・6
ウ ○ ○ ○ ○ 48.6 2.5
２一 5・6イ ○ ○ 71.0 0.7
２二 5・6エ ○ ○ 71.1 3.1
２三 5・6ウ ○ ○ ○ 33.2 2.8
３一 5・6エ ○ ○ 76.0 2.5
３二 5・6オ ○ ○ 28.2 3.2
３三 5・6ウ
5・6
エ ○ ○ ○ ○ 43.9 19.3
 
正
答
率
(
％
)
 
無
解
答
率
(
％
)
問題番号 問題の概要 出題の趣旨
学習指導要領の領域等
 目的や意図に応じて，文章全体の
 構成を考える
問題形式評価の観点
 折り紙のみりょくについて，スピーチメモと
 グループの話合いで出された意見を基に書く
 目的や意図に応じて，話の構成や
 内容を工夫し，場に応じた適切な
 言葉遣いで自分の考えを話す
 「きつねの写真」から取り上げた言葉や文を
 基に，松ぞうじいさんととび吉がきつねだと
 考えたわけをまとめて書く
 「きつねの写真」を読んだあとの話合いにお
 けるア・イの発言の意図として，適切なもの
 をそれぞれ選択する
 目的や意図に応じ，必要な内容を
 整理して書く
 登場人物の相互関係や心情，場面
 についての描写を捉える
 物語を読み，具体的な叙述を基に
 理由を明確にして，自分の考えを
 まとめる
 自分の考えを広げたり深めたりす
 るための発言の意図を捉える
 【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にお
 ける文章の構成の工夫として当てはまるもの
 を選択する
 【友達の考え】と同じ考えの人を説得するた
 めに引用する文章を，【『緑のカーテンを始
 めよう』の一部】から選択する
 「水やりに協力してくれる人をぼ集します」
 の       に入る内容を，中学生からの【アド
 バイス】を基に書く
 「きつねの写真」を読み，登場人物の相互関
 係と場面についての描写を捉え，        に
 当てはまる言葉として適切なものを選択する
 目的や意図に応じ，引用して書く
 スピーチの練習の様子を記録した動画を見る
 目的として，適切なものを選択する
 話の構成を工夫して話すことがで
 きるなどのスピーチメモのよさを
 捉える
 グループの話合いの中で，石田さんたちは，
 スピーチメモを使うことのよさについてど
 のように考えているかについて書く
 動画を見る目的を捉えることを通
 して，目的や意図に応じ，適切な
 言葉遣いで話す
イ 
Ａ 
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○ 小学校において，国語Ａと国語Ｂの正答数に，相関（相関係数 0.631）が見られる。
○ 「国語Ａは平均以上」かつ「国語Ｂは平均未満」の児童の割合は 16.9％，「国語Ａは
平均未満」かつ「国語Ｂは平均以上」の児童の割合は 10.7％となっている。 
■国語Ａと国語Ｂの相関等 
 
 
 
 
 
国語Ａの正答数，国語Ｂの正答数，正答児童数の相関をバブルチャートに表したもの。 
※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 
344,519
0.631
38.3 16.9 10.7 34.1
108,153
1,009,252 11.2 5.2
386,162 170,418
児童数 全国（国公私立）国語Ａ平均正答数
全国（国公私立）
国語Ｂ平均正答数
児童の正答数分布状況（上段：児童数　下段：児童数の割合(％)）
相関係数国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均以上
国語Ａは平均以上
国語Ｂは平均未満
国語Ａは平均未満
国語Ｂは平均以上
国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均未満
正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ） 
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（４）地域の規模等の状況 
 
［国語Ａ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
  
 
 
 
 
 
 
［国語Ｂ］正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）都道府県・指定都市の状況  
 
［国語Ａ］                             ［国語Ｂ］ 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数）    正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 
        
    
 
  
 
 
 
 
○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，28 年度同様，地域の規模等（公立：
大都市，中核市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 
○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，28 年度同様，ほ
とんどの都道府県・指定都市が平均正答率の±5％の範囲内にあり，大きな差は見られない。
11.2 / 15
11.3 / 15
11.3 / 15
11.2 / 15
11.1 / 15
11.1 / 15
全国（公立）
標準偏差中央値
12.0999,683 74.8
74.6 12.0
2.8
2.8
12.0
12.0
12.0
2.8
2.7
12.0 2.7
2.8
中核市
大都市
へき地 17,109 73.8
町村
平均正答率
(％)
75.3
75.2
平均正答数児童数
154,253
264,200
87,846 74.2
その他の市 493,015
※大都市（政令指定都市及び東京 23 区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する児童の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する児童の調査結果を集計した
ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
5.2 / 9
5.3 / 9
5.2 / 9
5.1 / 9
5.0 / 9
5.0 / 9
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
全国（公立） 999,498 57.5 5.0 2.2
大都市 264,158 58.5 6.0 2.2
中核市 154,243 58.0 5.0 2.2
町村 87,822 56.1 5.0 2.2
その他の市 492,907 57.0 5.0 2.2
へき地 17,103 55.5 5.0 2.1
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
75% 80%【+5%】
71%
【-4%】
全国（公立）の
平均正答率
全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】
全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】
58% 64%【+6%】
53%
【-5%】
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（６）教育委員会の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
     
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）     正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
   
 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）        正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
     
○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 
見ると，28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。  
○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると，
28 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。 
11.1 / 15
教育委員会数 教育委員会の標準偏差
1,775
教育委員会の
平均正答数
74.0
教育委員会の
中央値
(％)
74.5
教育委員会の
平均正答率
(％)
5.6 5.0 / 91,775 56.0 56.3 6.8
教育委員会数 教育委員会の平均正答数
教育委員会の
平均正答率
(％)
教育委員会の
中央値
(％)
教育委員会の
標準偏差
11.2 / 15
学校数 学校の標準偏差
19,645
学校の
平均正答数
74.6
学校の
中央値
(％)
75.0
学校の
平均正答率
(％)
6.7 5.1 / 919,645 57.1 57.2 8.5
学校数 学校の平均正答数
学校の
平均正答率
(％)
学校の
中央値
(％)
学校の
標準偏差
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［国語Ａ］                 ［国語Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 
  
 
 
 
 
 
 
 
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）  ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）          
 
○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答
数について見ると，28 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
5.2 / 9999,498 57.5 5.0 2.2
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
12.9 / 15
平均正答率
(％)
1.9
児童数 標準偏差
6,391
平均正答数
85.9
中央値
13.0 6.6 / 9
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
6,393 73.4 7.0 1.7
12.6 / 15
平均正答率
(％)
2.1
児童数 標準偏差
6,468
平均正答数
83.7
中央値
13.0 6.2 / 9
児童数 平均正答数 平均正答率
(％)
中央値 標準偏差
6,469 68.9 7.0 1.9
11.2 / 15
児童数 標準偏差
999,683
平均正答数
74.8
中央値
12.0
平均正答率
(％)
2.8
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方
調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，分
析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。
解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定す
る条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，児童生徒一
人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。
＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。
設問ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連
・ 関連する過去の調査問題 など
問題画像
調査問題を縮小して掲載しています。
趣旨
設問ごとの趣旨を示しています。
■学習指導要領における領域・内容
調査対象学年及び他の学年の児童生
徒への学習指導の改善・充実を図る際
に参考となるよう，関係する学習指導
要領における領域・内容を示していま
す。
解答類型と反応率
解答類型ごとの反応率，正答の条件，
正答例を示しています。
（詳細は下欄参照）
出題の趣旨
調査問題ごとに出題の趣旨を示してい
ます。
解答類型と反応率
分析結果と課題
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調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月中旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。
なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。
本書では，以下の資料については略称を用いています。
資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】報告書」 「平成○年度【○学校】報告書」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」
「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」
※図はイメージです。
学習指導に当たって
調査結果を受け，学習指導の改善・
充実を図る際のポイントを設問ごとに
記述しています。（詳細は下欄参照）
※ 複数の設問に関連するポイントに
ついては，「本問題全体の学習指導
に当たって」として記述しています。
分析結果と課題
正答率，課題の有無，誤答の分析，
これまでの調査で見られた課題との関
連等を記述しています。
（詳細は前ページの下欄参照）
※出典等
著作物について，出典及び著作権者
等を示しています。
学習指導に当たって
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（２）小学校 国語Ａ
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国語Ａ１ 学級文集のタイトルを決める
出題の趣旨
互いの話を聞き，考えの共通点や相違点を整理しながら，進行に沿って話し合うことが
できるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
オ 互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案などの役割を果たしながら，進行
に沿って話し合うこと。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 学級全体で話し合って考えをまとめたり，意見を述べ合ったりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ １ １ と解答しているもの 7.2
２ ２ と解答しているもの 6.3
３ ３ と解答しているもの 69.3 ◎
４ ４ と解答しているもの 17.0
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 0.1
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分析結果と課題
○ 正答率は69.3％であり，互いの話を聞き，考えの共通点や相違点を整理しながら，進行に
沿って話し合うことに課題がある。
○ 解答類型４の反応率は17.0％である。これは，「太陽」がよいという意見について，中島
さん，西山さん，野村さんが，それぞれ，「まわりを照らすというイメージ」，「まわりをあ
たたかくすることもできる」，「明るいというイメージ」という理由を報告した部分に着目
し，選択肢４の「同じ意見でも理由がちがう」と結び付けたと考えられる。また，「太陽」
だけでなく，「銀河」についても，ぜひみんなに考えてほしいという野村さんの報告の意図
を捉えることができなかった児童もいたと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ｂ２一
参加者から出された質問の内容を適切に捉
84.4％ P.44～P.51 P.153～P.161
え，まとまりごとに整理する
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
話合いの目的を再確認し，計画的に話合い
Ｈ24Ｂ２三 を進めようとする司会の役割を適切に説明 52.5％ P.44～P.51 P.153～P.161
したものを選択する
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
学習指導に当たって
司会などの役割を果たしながら話し合い，互いの考えの共通点や相違点を整理する
○ 話合いには，一つのことにまとめていく，合意を形成する，考えを広げたり深めたりする
など，様々な話合いがある。いずれの場合も，話合いの目的や目指す到達点，そこに向かう
話合いの進め方などを確認し，司会者や提案者，参加者などの役割に基づいて，話し合う目
的や必要性を意識して話合いを進めていく必要がある。
司会者の役割としては，目的に応じて適切に話合いを進行することが挙げられる。そのた
めには，参加者に発言を促したり，発言の共通点や相違点を確認したり，話し合った内容を
まとめたりすることができるようにすることが大切である。提案者の役割としては，参加者
全員に考えが伝わるように，話す内容を整理することが挙げられる。その際，話し方に注意
しながら，説明したり，報告したりすることができるようにすることが大切である。参加者
の役割としては，進行に合わせながら，積極的に自分の考えを述べ，話合いに加わることが
挙げられる。そのほかにも，話合いを有効に進めるためには，記録や時間管理などの役割が
あると考えられる。様々な話合いの場面において，児童一人一人がそれぞれの役割について
学ぶことができるように，意図的，計画的に機会を設定することが大切である。
具体的には，教師の演示などによる話合いのモデルを提示し，互いの考えの共通点や相違
点を確認しながら話合いを進めている様子を具体的に示すことが考えられる。その際，考え
が相違するときには，それぞれの考えがどのようなことに基づいているのかということに着
目することができるように指導することが大切である。
また，特別活動において集団としての意見をまとめる話合い活動を行うなど他教科等とも
関連付け，児童の日常生活に生きて働くように多くの場を設定することが重要である。
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国語Ａ２ お礼の手紙を書く
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出題の趣旨
目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｂ 書くこと
エ 目的に合わせて依頼状，案内状，礼状などの手紙を書くこと。
設問一
趣旨
目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 １ １ と解答しているもの 1.1
２ ２ と解答しているもの 79.7 ◎
３ ３ と解答しているもの 18.4
４ ４ と解答しているもの 0.6
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.1
分析結果と課題
○ 正答率は79.7％である。
○ 解答類型３の反応率は，18.4％である。これは，松本さんが体験を通して感じたことや分
かったことの具体的な内容を捉えることができていない。この中には，【山村さんへの手紙】
における指示された範囲の文章の冒頭部分にのみ着目し，選択肢３の「心に残ったこと」と
いう表現と結び付けた児童もいたと考えられる。
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設問二
趣旨
手紙の構成を理解し，後付けを書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 １ １ と解答しているもの 9.0
２ ２ と解答しているもの 22.0
３ ３ と解答しているもの 25.8
４ ４ と解答しているもの 41.6 ◎
９ 上記以外の解答 1.4
０ 無解答 0.3
分析結果と課題
○ 正答率は41.6％であり，手紙の構成を理解し，後付けを書くことに課題がある。
○ 解答類型２の反応率は22.0％，解答類型３の反応率は25.8％である。これらは，ウが「自
分の名前」となる類型であることから，この中には，自分の名前を手紙の一番最後に書くと
考えた児童もいたと考えられる。
○ 平成24年度【小学校】国語Ｂ１三の正答率は23.6％であり，「手紙の後付けに必要な，日
付，署名，宛て名をそれぞれ適切な位置に書くこと」に課題があると指摘している。本設問
では，正答率が41.6％であったことから，依然として課題があると考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ21Ａ３ はがきの表書きに必要な事柄を選択する 67.1％ P.18～P.19 P.175～P.176
Ｈ24Ｂ１一
目的や意図に応じ，依頼する具体的な内容
65.0％ P.38～P.43 P.144～P.151
として適切なものを選択する
Ｈ24Ｂ１二
目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが
55.5％ P.38～P.43 P.144～P.151
ら，返事の仕方と内容を記述する
Ｈ24Ｂ１三
手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て
23.6％ P.38～P.43 P.144～P.151
名のそれぞれの位置を適切に選択する
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学習指導に当たって
実用的な文章としての手紙を書く
○ 実生活においては，依頼状や案内状，礼状などの実用的な文章としての手紙を書くことが
求められる。その際，目的や意図を明確にして，書く事柄を選び，書きたいことの中心が
伝わるように詳しく書いたり簡単に書いたりすることができるように指導することが大切
である。また，書いた手紙を互いに読み合い，伝えたいことが適切に相手に伝わるかどう
かを考えることができるように指導することも大切である。さらに，相手と自分との関係
を意識し，相手や場面に応じて，丁寧語や尊敬語，謙譲語を適切に用いることができるよ
う，児童の発達の段階に合わせて繰り返し指導することが大切である。
また，手紙を書く学習活動を，国語科のみならず，国語科との関連を図りながら各教科等
に意図的，計画的に設定することが重要である。例えば，総合的な学習の時間や社会科に
おいて，地域での体験学習の指導を依頼する手紙や，運動会などの学校行事に案内をする
手紙，社会科見学等でお世話になったことへのお礼の手紙などを書くことが考えられる。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.21～P.22
基本的な構成に基づいて，手紙を書く
○ 手紙を書く際は，「前文」，「本文」，「末文」，「後付け」といった手紙全体の構成や，後付
けにおける署名と宛て名の位置関係といった手紙の基本的な形式などについて指導する必
要がある。その際，例えば，縦書きの手紙の場合，署名と宛て名の位置関係を押さえるこ
とにとどまらず，「宛て名を最終行の上の位置に書くことで相手への敬意を示すことにつな
がる」など，手紙の形式がもつ意味について指導することが大切である。
また，依頼状や案内状など手紙にはそれぞれ特徴があり，「前文」，「末文」，「後付け」と
して書かれている内容はほぼ同じであるが，「本文」は，手紙の特徴によって，構成や内容
に違いがあることに気付くことができるように指導することも大切である。
さらに，書写に関する事項との関連を図り，ボールペンや筆ペンなどの様々な筆記具や，
便せんや封筒などの用材の特徴を生かし，丁寧に手紙を書くことができるように指導する
ことも考えられる。
実生活においては，手紙のほかにファクシミリや電子メールを使用することも考えられる。
児童の実態に応じて，ファクシミリや電子メールの書き方を示し，それを基に必要な情報を
収集するというような学習活動を設定することが考えられる。
（参照）「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編)」P.27～P.28
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国語Ａ３ 必要な情報を見付けて読む
出題の趣旨
目的に応じて，文章の中から必要な情報を見付けて読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を
考え，文章を読むこと。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
イ 記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで利用すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ １ 小野さんに２，今村さんに３と解答しているもの 74.6 ◎
２ 小野さんに２と解答しているが，今村さんに３と解答していない 10.1
もの
３ 今村さんに３と解答しているが，小野さんに２と解答していない 4.4
もの
９ 上記以外の解答 10.5
０ 無解答 0.4
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分析結果と課題
○ 正答率は74.6％である。
○ 解答類型２の反応率は10.1％である。この中には，今村さんに４と解答している児童が多
く見られた。このように解答した児童は，今村さんが「時の記念日」を設定した目的につい
てまとめているということを捉えることができなかったと考えられる。また，「時の記念日」
や「制定」という言葉に着目した児童もいたと考えられる。
○ 解答類型９の反応率は10.5％である。これは，小野さんと今村さんそれぞれの目的を踏ま
え，その目的に応じて中心となる語や文，段落を適切に捉えて読むことができていない。
○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じて必要となる情報を取り出し，
それらを関係付けて読むこと」に，また，平成24年度小学校学習指導要領実施状況調査４Ａ
二（一）（通過率58.9％）において，「目的に応じて文章中のどの段落を読めばよいかを自
ら判断すること」に課題があると指摘している。本設問では，正答率が74.6％であったこと
から，今回の調査を見る限り，改善状況が見られる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ５ア 百科事典を読み，目的に応じて中心となる 91.2％
P.23～P.25 P.132～P.133
Ｈ24Ａ５イ 内容を取り出して書く 92.2％
Ｈ27Ｂ２一 ア に入る言葉の意味として適切な内容
75.7％ P.44～P.52 P.56～P.64
ア を書き抜く
Ｈ27Ｂ２一 イ に入る言葉として適切な内容を書き
86.1％ P.44～P.52 P.56～P.64
イ 抜く
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
学習指導に当たって
目的に応じて，中心となる語や文を捉え，必要な情報を見付けて読む
○ 高学年になると，課題を解決するために資料を集めたり，同じ作者や課題について数多く
の作品を読んだりするなど，読む目的も多様化する。本や新聞，雑誌，インターネットなど
様々なメディアから情報を得るには，目的に応じて，中心となる語や文を捉え，必要な情報
を見付けて読む能力が必要となる。
本問のように，「何のために調べるのか」，「何について調べるのか」など，調べる目的や
事柄を明確にした上で，本や文章を選び，その中の記述や説明から，課題を解決するために
必要な情報を選択することが重要である。その際，本の題名や種類に着目し，目次や索引な
どを効果的に利用することができるように指導するこ
とが大切である。
また，自分の調べたい言葉を別の言葉に置き換えた
り，必要な情報の中から手掛かりとなる言葉を決め，
それを基に検索したりするなど，目的に照らして必要
な本や文章を児童自ら選ぶことができるよう指導する
ことも大切である。
情報検索の仕方の板書例
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ここでは，本問における，中心となる語や文を捉え，必要な情報を見付けて読むためのポ
イントを示す。
〈必要な情報を見付けて読むためのポイント〉
〈目的〉
「学校新聞の特集で，「時の記念日」についての記事を載せる」
〈意図〉
「季節や時期に合った記事を紹介することを通して，全校のみんなに身の回りの出来
事に興味・関心をもってほしい」
〈調べる内容〉
「なぜ「時の記念日」を設定したのか」
① 何を調べればよい
・ なぜ「時の記念日」を設定したのかを調べる際には，「時
のか明確にする
の記念日」を設定した目的について調べればよいというこ
とを明確にする。
② 必要な情報の中心 ・ 設定した目的を調べるために，「目的」，「設定」など，
となる言葉を考える 情報の中心となる言葉を考える。
③ 本の目次や索引，
・ 調べたい言葉が出ているページを，「目次」，「索引」，「見
見出しや文章から言
出し」などに着目して探す。
葉を探す
・ ページから，「見出し」，「文章」，「図や表」などに着目
して，調べたい言葉を探す。
・ 設定した目的を，別の言葉に置き換えて探し，必要な情
④ 調べたい言葉が見 報を見付ける。
付からない場合，別 〈別の言葉の例〉
の言葉に置き換えて 「～のために」，「～しようと考えて」，「～を定めた」
探す 「～をねらって」，「～することを願って」，「～を設けた」
など
※出典等
・学研辞典編集部 編『年中行事・記念日事典』（2004年12月 株式会社 学習研究社）
・著者 深光富士男 監修 竹内誠『日本の年中行事 ５月・６月』
（2004年３月 株式会社 学習研究社）
・編者 加藤迪男『記念日の事典』（1999年９月 株式会社 東京堂出版）
・文・絵 かこさとし『かこさとし こどもの行事 しぜんと生活 ６月のまき』
（2012年５月 株式会社小峰書店）
などによる。
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国語Ａ４ 好きな俳句を紹介する
出題の趣旨
俳句の情景を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項
(ｱ) 易しい文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取
りながら音読や暗唱をしたりすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
４ 一 １ １ と解答しているもの 4.5
２ ２ と解答しているもの 10.2
３ ３ と解答しているもの 79.5 ◎
４ ４ と解答しているもの 5.3
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.4
二 １ １ と解答しているもの 57.1 ◎
２ ２ と解答しているもの 7.0
３ ３ と解答しているもの 6.0
４ ４ と解答しているもの 29.1
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.7
分析結果と課題
設問一
○ 正答率は79.5％である。
○ 解答類型２の反応率は10.2％である。この中には，イの句の，「月も白しや」という表現
や，【話し合いの様子】の本間さんの発言の，「「白」という月の色」という言葉に着目した
児童もいたと考えられる。
設問二
○ 正答率は57.1％であり，俳句の情景や表現の特徴を捉えて読むことに課題がある。
○ 解答類型４の反応率は29.1％である。これは，「話し合いを通して、自分たちが見つけた
俳句のよさ」を適切に捉えることができていない。この中には，選んだ俳句についてまとめ
た【俳句カード】の中の「季語」という言葉や，【話し合いの様子】の青木さんの発言に着
目して解答した児童もいたと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ａ６ 焚火とその周りの景色との関係を表したも
47.7％ P.30～P.31 P.43～P.45
アイ のとして適切なものを選択する
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学習指導に当たって
情景や作者の思いを想像したり，想像したことを交流したりする
○ 俳句の指導に当たっては，季節感や風情，俳句に込めた思いなどを思い浮かべること，
七音五音を中心としたリズムから，国語の美しい響きを感じ取りながら音読したり暗唱した
りすることを通して，文語の調子に親しむことができるように指導することが大切である。
また，児童が俳句を繰り返し音読しながら，言葉の美しい響きや俳句のもつリズムに着目し
て，俳句に表れている情景や作者の思いなどについて感じたことを交流することで，自分が
想像したことを広げたり深めたりすることが大切である。具体的には，好きな俳句を選んで
俳句集を作るために，俳句を繰り返し音読したり，それぞれの俳句のよさについて話し合っ
たりすることが考えられる。
ここでは，児童が自分の好きな俳句を選んで調べ，音読しながら紹介し合うことについて，
指導例を示す。
１ 教師による俳句の紹介を聞き，俳句に関心をもつ
○ 教師による俳句の紹介を聞き，音読しながら心に残る俳句を選んで紹介するとい
う学習のめあてをもつ。
２ 紹介したい俳句を音読しながら選び，俳句カードにまとめる
○ 教科書に掲載された作品や俳句集などから，紹介したい俳句を選ぶ。
○ 選んだ俳句について，季語や季節などの調べた内容，選んだ理由や感想などを俳
句カードにまとめる。
３ 選んだ俳句についてグループで交流し，自分の紹介する内容を明確にする
○ 俳句カードを基に，選んだ俳句を音読しながら，選んだ理由や感想を伝え合い，
紹介する内容について助言し合う。
４ 学級で，選んだ俳句を音読しながら紹介し合う
○ 紹介を聞いた感想を交流し，同じ句を選んでも選んだ理由や感想が異なる場合が
あることなどに気付く。
短歌や俳句の指導に当たっては，児童の発達の段階に応じた教材を選定するとともに，各
地域にゆかりのある歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句などを教材として開発すること
なども有効である。このような教材を基に，選集を編んだり，心に残る俳句などを暗唱して
紹介したりする学習を行うことも考えられる。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.43～P.44
俳句カード（例）春の海終日のたりのたりかな
ひねもす
与謝蕪村よさぶそん
〈調べた内容〉
季語
･･･春の海季節
･･･春
この俳句は、おだやかな春 海で
波が一日中ゆったりと寄せては返し、寄せては返ししているという様子をよんでいるそうです。〈選んだ理由や感想〉
何度も声に出して読んでいると、
とてもゆったりとしたおだやかな気持ちになるので選びました。 特に 「のたりのたり」のところをゆっくり読むとその気持ちが強くなり す。作者も春の海を見 いておだやかな気持ちになっ かなあと思いました。
〈教師による俳句の紹介〉
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○ 高学年においては，それまでの学習経験を踏まえて，短歌や俳句をつくるという学習を行
うことが考えられる。特に俳句をつくる際には，歳時記や季寄せを参考にして，自分が使っ
てみたい季語を集めたり，様々な俳句を音読したりしながら，自分が句にしたい題材を探す
ことも考えられる。
ここでは，運動会や遠足などの学校行事等と関連付けて俳句をつくる学習を行うことにつ
いて，指導例を示す。
事前 運動会で感じたことを俳句で表現し，伝え合うという学習課題を設定するとと
もに，歳時記や季寄せなどを教室に置いたり，運動会に関係する句を掲示したり
するなどして，児童の興味・関心を高めておく。
１ ウェビングを活用し，運動会で感じたことについてイメージを広げ，グループで交
流しながら表現したいことを明確にする
○ 俳句に使いたい言葉を付箋紙に書く。
○ どうしてこの言葉を俳句に使いたいと考えたのかを説明しながら，付箋紙を貼り
付け，ウェビング図を作成する。
○ 交流を通して，付箋紙と付箋紙を線でつないだり，言葉を書き加えたりする。
しょっぱい
にじむ
運動会
悔しくて涙ぐんでいた⼈もいたよね。涙ってしょっぱいよね。
「しょっぱい」という⾔葉が使えないかな。
友情
それだったら，「にじむ」はどうかな。はちまきが汗でにじんで
たよね。
ああ，「にじむ」の⽅が，じわっとしみる感じがして，あのと
きの悔しい気持ちに合ってるような気がする。
お互いに考えを出し合うと，⼀つの⾔葉からイメージが広がって
くるね。
はちまきが汗でぬれてたけれど，汗もしょっぱいよね。「しょっ
ぱい」という表現は使えそうだね。
成⻑
達成感
くやしい
きずな はちまき結 ぶ
なみだ
あせ
負けた悔しさを表現したいけれど，「くやしい」という⾔葉を
使わないで表現したいな。
応えん
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２ ウェビング図を基にして，俳句をつくる
○ グループで作ったウェビング図の言葉や歳時記，季寄せを活用しながら俳句をつ
くる。
○ つくった俳句をグループやペアで読み合ったり，感想を述べ合ったりしながら，
自分のイメージに合う言葉になるように推敲する。
３ 句会を開き，つくった俳句を読み合う
○ つくった俳句を句会で披露し，感想を述べ合う。
○ 自己の学びを振り返り，次の活動への意欲へとつなげる。
高学年における古典の指導に当たっては，中学校第１学年でどのような古典の学習をする
のかを踏まえることが重要である。小学校段階では，指導のねらいに応じて，複数の俳句を
比べ，それぞれの俳句の特徴に気付くことができるようにするなど，言葉のもつ豊かさや多
様性を感じることができるよう指導することが大切である。
（参照）「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」P.23
※出典等
・監修 坪内稔典『くもんのまんがおもしろ大事典 教科書に出てくる俳句』
（1988年12月 くもん出版）
・文 石塚修 絵 宮坂栄一『まんが俳句なんでも事典』（1996年１月 株式会社 金の星社）
などによる。
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国語Ａ５ ことわざカードを作る
出題の趣旨
ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項
(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
５ ア １ １ と解答しているもの 5.5
２ ２ と解答しているもの 3.6
３ ３ と解答しているもの 90.1 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.8
イ １ １ と解答しているもの 10.8
２ ２ と解答しているもの 83.8 ◎
３ ３ と解答しているもの 4.3
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 1.0
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分析結果と課題
○ アの正答率は90.1％であり，相当数の児童ができている。
○ イの正答率は83.8％であり，相当数の児童ができている。
イの解答類型１の反応率は10.8％である。この中には，「ことわざカード」の「（意味）」
に書かれている，「何事も、それぞれのせん門家や得意な人にまかせるのが一番だ」の「そ
れぞれ」と，選択肢１の「人の好みはいろいろ」や「しゅみはいろいろ」の「いろいろ」と
を結び付けて捉えた児童もいたと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ８
日常生活で使われている慣用句を集め，そ
79.9％ P.32～P.33 P.139～P.140
れらの意味を適切に捉える
Ｈ25Ａ２一
ことわざの意味として適切なものを選択す
71.3％ P.17～P.19 P.27～P.29
る（石の上にも三年）
Ｈ25Ａ２二
ことわざの意味として適切なものを選択す
86.2％ P.17～P.19 P.27～P.29
る（急がば回れ）
Ｈ26Ａ２一
故事成語の使い方として適切なものを選択
56.0％ P.17～P.18 P.27～P.29
する（五十歩百歩）
Ｈ26Ａ２二
故事成語の使い方として適切なものを選択
50.1％ P.17～P.18 P.27～P.29
する（百聞は一見にしかず）
（参照）「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.７
学習指導に当たって
ことわざの意味や使い方を正しく理解し，日常生活で使う
○ ことわざの意味や使い方を正しく理解するためには，国語辞典やことわざ辞典などを日常
的に活用できるように指導することが大切である。特に，辞典利用について学習する第３学
年の段階から意図的，計画的に指導する必要がある。
具体的には，次のような学習活動が考えられる。
・ 本や文章の中で使われていることわざを集め，辞典などを用い，意味や用例などにつ
いて調べた上で，そのことわざを適切に用いた文を作る。
・ スピーチや日記などの中で，実際にことわざを用いて表現する。
こうした学習活動は，特に伝統的な言語文化に関する事項だけを取り上げてまとめて指導を
したり，単元を設定して行ったりすることなどが考えられる。児童が興味・関心をもって学
習を継続することができるような工夫が大切である。
ここでは，ことわざを用いた文を作ってかるたを作成し，かるた遊びをする学習活動の例
を次に示す。
-41-
「ことわざかるたを作って生活にいかそう」
１ グループで知っていることわざについて話し合う
２ 話し合ったことわざの意味や同じような特徴をもつことわざを辞典などを用いて調べ，こ
とわざを用いた文例を作り，適切に使われているかを確認する
３ 読み札と取り札を作る
○ 読み札にはことわざとその意味を，取り札の表にはことわざを用いた文例，裏には
ことわざに関係した絵を書く。
４ かるたの内容を共有する
○ 作ったことわざかるたを意味や表現の特徴などで分類し，その使い方について話し
合う。
「さるも木から落
ちる」
と言うから、
どんなに得意でも油断してはいけない。
【三度目の正直】（意味）一度や二度で
思い通りにならなくても、三度目ではうまいくものだ。
【さるも木から落ちる】（意味）名人でも失
敗をすることがあるということのたとえ。
○さ
ことわざには，生き物や
食べ物，数字が出てくるも
のがたくさんあるから親し
みやすいね。
ことわざには，似た意味や
反対の意味のもの，私たちへ
のアドバイスみたいなものが
たくさんあるよ。
○さ
文例が書いてあるから，
ことわざの使い方がすぐ
に分かっていいね。
一本目と二本目の
シュートは外れたけれど、次は決まるよ。「三度目の正直」
だ
よ。
読み札
取り札（表） 取り札（裏）
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５ かるた遊びを行う
○ 例えば，低学年の児童とかるた遊びをしながら，ことわざの意味や文例などについ
て分かりやすく説明する学習を行うことも考えられる。
○ 読み札は，ことわざを読み上げるのではなく，意味を読み上げる。取り札について
は，ことわざの意味の理解を図る場合は絵札の面，ことわざの使い方についての理解
を図る場合は文例の面を使うというように，目的に応じて使用する面を分けることも
考えられる。
６ かるたに書かれていたことわざを，日常生活のどのような場面で使うことができるかに
ついて交流する
〈指導する際の留意点〉
● 作成したことわざかるたを掲示したり，児童が遊びの中でかるたを利用できるよう
にしたりするなど，言語環境を整える。
● 作成したことわざかるたからテーマを設定したスピーチを行ったり，日記を書い
たりする学習活動を取り入れる。
自分の体験を話すとき, ことわ
ざを使うと短い言葉で思いや内容
をまとめて伝えられそうだね。
ことわざには，昔からの知恵を
教えてくれるものがあるから，生
活の中で使えそうだね。
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国語Ａ６ 古文を音読して楽しむ
出題の趣旨
古文における言葉の響きやリズムを楽しみながら読むことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項
(ｱ) 親しみやすい古文や漢文，近代以降の文語調の文章について，内容の大体を
知り，音読すること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
６ １ １ と解答しているもの 71.3 ◎
２ ２ と解答しているもの 3.6
３ ３ と解答しているもの 4.8
４ ４ と解答しているもの 18.7
９ 上記以外の解答 0.0
０ 無解答 1.6
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分析結果と課題
○ 正答率は71.3％である。
○ 解答類型４の反応率は18.7％である。これは，音読して気が付いたことについて【ノー
トの一部】から適切に捉えることができていない。この中には，【ノートの一部】の「くり
かえしが多い」という内容と，選択肢４の「くりかえし出てくる言葉」という言葉を結び
付けた児童もいたと考えられる。
学習指導に当たって
音読することで，古文の楽しさを実感する
○ 古文や漢文などは，読んで楽しいものであること，自分を豊かにするものであることを実感
することができるように指導することが重要である。そのためには，古文や漢文などの文章の
解釈に重点を置くのではなく，できるだけ多くの文章に触れていく中で，自然と興味・関心を
もてるようにすることが大切である。
教材は，児童が言葉のリズムを実感しながら読めるもの，音読することによって内容の大体
を知ることができるものを選定することが大切である。また，文語調の文章で作詞されている
校歌，各地域に縁のある文人の作品など，児童にとって親しみやすいものを教材にすることが
考えられる。
具体的には，本問のように，音読や暗唱を取り入れることが考えられる。その際，音読する
ことによって味わえるリズムや響きを一層実感することができるようにするために，黙読と音
読とを交互に行い，その違いに気付くことができるようにすることが効果的である。また，児
童が選んだ古文を音読して紹介し合い，複数の古文や様々な言葉のリズムに触れることができ
るようにすることも考えられる。
低学年の段階から，児童の実態に応じて，教科書に掲載されている作品と関連するものを
多く提示し，音読や暗唱をするなどして，古文の楽しさを実感できるように，計画的，継続
的に指導することが大切である。
また，こうした関連図書を教室や学年の本棚に置いたり，児童の発達の段階に応じた図書
や音声による教材などの紹介コーナーを学校図書館に設置したりすることも考えられる。
（参照）「言語活動事例集【小学校版】」P.53～P.54
※出典等
・絵・長野ヒデ子 編・齋藤孝『声にだすことばえほん 外郎売』
（2009年４月 株式会社ほるぷ出版）
・編者 鶴見俊輔 安野光雅 森毅 井上ひさし 池内紀『ことばの国〈新・ちくま文学の森
14〉』（1995年10月 株式会社 筑摩書房）
・著者 室町京之介『新版 香具師口上集』（1997年12月 株式会社 創拓社出版）
などによる。
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国語Ａ７ 漢字を読んだり書いたりする
出題の趣旨
学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読んだり書いたりすることができるかど
うかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
(1) ウ 文字に関する事項
(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年まで
に配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されて
いる漢字を書き，文や文章の中で使うとともに,当該学年に配当されている漢字
を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
７ (1) １ 「対象」と解答しているもの 42.3 ◎
２ 「たい」を「対」と解答しているが，「しょう」を「照」と解答して 3.1
いるもの
３ 「たい」を「対」と解答しているが，「しょう」を「象」，「照」と解 24.1
答していないもの
４ 「たい」を「対」と解答していないが，「しょう」を「象」と解 1.8
答しているもの
９ 上記以外の解答 18.1
０ 無解答 10.6
(2) １ 「希望」と解答しているもの 80.1 ◎
２ 「き」を「希」と解答しているが，「ぼう」を「望」と解答して 4.1
いないもの
３ 「き」を「希」と解答していないが，「ぼう」を「望」と解答し 7.1
ているもの
９ 上記以外の解答 4.2
０ 無解答 4.6
(3) １ 「きげん」と解答しているもの 94.5 ◎
２ 「期」を「き」と解答しているが，「限」を「げん」と解答して 1.6
いないもの
３ 「期」を「き」と解答していないが，「限」を「げん」と解答し 0.2
ているもの
９ 上記以外の解答 0.7
０ 無解答 3.0
(4) １ 「じむしつ」と解答しているもの 88.9 ◎
２ 「事務」を「じむ」と解答しているが，「室」を「しつ」と解答して 6.5
いないもの
３ 「事」を「じ」，「室」を「しつ」と解答しているが，「務」を「む」 0.4
と解答していないもの
４ 「務」を「む」，「室」を「しつ」と解答しているが，「事」を「じ」 0.4
と解答していないもの
５ 「事」を「じ」と解答しているが，「務」を「む」，「室」を「し 0.1
つ」と解答していないもの
６ 「務」を「む」と解答しているが，「事」を「じ」，「室」を「し 0.0
つ」と解答していないもの
７ 「室」を「しつ」と解答しているが，「事」を「じ」，「務」を「む」 0.2
と解答していないもの
９ 上記以外の解答 0.4
０ 無解答 2.9
(5) １ 「置（いて）」と解答しているもの 77.0 ◎
９ 上記以外の解答 11.4
０ 無解答 11.7
(6) １ 「しじ」と解答しているもの 94.6 ◎
２ 「指」を「し」と解答しているが，「示」を「じ」と解答してい 1.3
ないもの
３ 「指」を「し」と解答していないが，「示」を「じ」と解答して 0.4
いるもの
９ 上記以外の解答 0.8
０ 無解答 2.9
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分析結果と課題
○ (1)の正答率は42.3％であり，「対象」という漢字を正しく書くことに課題がある。
(1)の解答類型３の反応率は24.1％である。主な例は，同じ発音をする「称」や，同じ発音
で，字形が似ている「像」と解答しているものである。また，解答類型９の反応率は18.1％
である。主な例は，「大正」，「大賞」と解答しているものである。
○ (2)の正答率は80.1％であり，相当数の児童ができている。
○ (5)の正答率は77.0％である。
(5)の解答類型９の反応率は11.4％である。主な例は，同じ発音をする「老」，「追」や，
字形が似ている「直」と解答しているものである。また，「落」と解答している児童も多く
見られた。
○ (3)の正答率は94.5％，(4)の正答率は88.9％，(6)の正答率は94.6％であり，漢字の読み
については，相当数の児童ができている。
学習指導に当たって
当該学年までに配当されている漢字を習得する
○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を，各学年において正しく読んだり書いたりして，
各教科等や日常生活で使用する文や文章の中で適切に使うことができるように指導すること
が重要である。
そのためには，学習した漢字を字形に注意しながら繰り返し書いて練習することのみなら
ず，漢字のもつ意味を考えながら，文や文章の中で正しく使うことができるように指導する
ことが大切である。本問で取り上げたように，「対象」，「対照」などの同音異義語に注意す
るなど，漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすることが重要である。また，
日常的に相手や目的に応じて適切に漢字が用いられているかどうかを確認することができる
ように指導することも考えられる。
ここでは，本問における「お知らせ」の文章を活用した指導例を次に示す。
-48-
１ 平仮名で書かれた，次の「お知らせ」の文章を，学習した漢字を用いて書き直す
平仮名で書かれた「お知らせ」 第６学年児童が書き直した「お知らせ」
４ねんせいのみなさんへ ４年生のみなさんへ
ほうそういいんかい 放送委員会
いいんかいかつどうのたいけんのおしらせ 委員会活動の体験のお知らせ
１ にちじ ２がつ19にち（げつ）～２がつ22にち（もく） １ 日時 ２月19日（月）～２月22日（木）
10じ25ふんから10じ45ふんまで 10時25分から10時45分まで
２ しゅうごうばしょ ２ 集合場所
たもくてきルーム 多目的ルーム
３ さんかたいしょう ３ 参加対象
４ねんせいのきぼうしゃ ４年生の希望者
４ もうしこみきげんともうしこみほうほう ４ 申しこみ期限と申しこみ方法
・ ２がつ14にち（すい）までにもうしこんでくだ ・ ２月14日（水）までに申しこんでください。
さい。 ・ 事務室前に申しこみ用紙と箱が置いてあります。
・ じむしつまえにもうしこみようしとはこがおい 用紙にクラスと名前を書いて，箱に入れてくださ
てあります。ようしにクラスとなまえをかいて， い。
はこにいれてください。 ５ お願い
５ おねがい ・ 当日は，全員が体験できるように，放送委員の
・ とうじつは，ぜんいんがたいけんできるように， 指示にしたがってください。
ほうそういいんのしじにしたがってください。
２ 二つの「お知らせ」の文章を比較し適切に漢字を用いることのよさについて話し合う
３ 日常生活を振り返り，漢字を用いて書くときに気を付けたいことなどを考える
○ 自分の考えを相手に分かりやすく伝えるために，学習した漢字を使って書くという意
識を高める。
〈指導する際の留意点〉
● 漢字の読み書きを繰り返し練習することのみならず，児童がノートなど自分の書いた
文や文章の中で漢字を正しく使うことができているか振り返ることができるようにする。
平仮名だけだと，読み
にくいね。勉強した漢字
は使っていきたいね。
漢字を使って書くと，内
容を分かりやすく伝えるこ
とができるね。
漢字を使うのは大切だけ
れど，４年生へのお知らせ
だと，勉強していない漢字
は平仮名で書いた方がよさ
そうだね。
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国語辞典や漢字辞典の利用を習慣付ける
○ 国語辞典や漢字辞典を日常的に利用して調べたり，類語辞典などを用いて語句の適切な用
い方を調べたりする学習を習慣付け，語彙を広げながら正しく適切に漢字を表記できるよう
に指導することが重要である。
そのためには，辞典利用について学習する第３学年から意図的，計画的に指導する必要が
ある。索引の使い方などの辞典の使い方や辞典の特色等についての理解を深め，辞典を活用
しながら適切に漢字を用いることができるように指導することが大切である。また，他教科
等における調べる学習や日常生活の中でも積極的に辞典を利用できるように，言語環境を整
えておくことが大切である。
ここでは，同音異義語に注意して使うことについての指導例を示す。
１ 「計る」「量る」「測る」などの同音異義語の例を示し，その他の同音異義語を教科書
などから探す
○ 既習の漢字の中から同じ読み方をする漢字を探し，整理する。
２ 探した同音異義語の意味や使い方を整理して，次のようなカードにまとめる
カードの表（意味や使い方・解答） カードの裏（問題）
【収める】 「おさめる」
「きちんと中に入れる。よい結果をあげる。」 【治める】 【納める】 【収める】
（勝利を収める）
【治める】 ○正しい漢字を選んで書きましょう。
「政治を行う。」（領地を治める）
【納める】 運動会で勝利をおさめる。
「お金や物を，受けとる人にわたす。きちんと
入れてしまう。」（税金を納める） との様が領地をおさめる。
国民は税金をおさめる。
【器官】 「きかん」
「生物の体の中でいろいろな働きを分担してい 【機関】 【器官】 【期間】
る部分。」（消化器官）
【期間】 ○正しい漢字を選んで書きましょう。
「ある決まったときから，別の決まったときま
での間。」（期間を延長する） 体の中には消化きかんがある。
【機関】
「ある仕事をするためにつくられたしくみ。」 読書週間のきかんを延長する。
（交通機関）
大雨で交通きかんが混乱した。
３ 作成したカードをもとに，グループで裏面の問題を出し合い，同音異義語の使い分けに
ついて考える
〈指導する際の留意点〉
● 作成したカードを掲示したり，まとめてとじておいたりするなど，必要なときには，
いつでも使えるような言語環境をつくる。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
（３）小学校 国語Ｂ
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国語Ｂ１ スピーチの練習をする（「折り紙」の紹介）
-52-
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出題の趣旨
目的や意図に応じ，自分が伝えたいことについて，的確に話すことができるかどうかを
みる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
ア 資料を提示しながら説明や報告をしたり，それらを聞いて助言や提案をしたりするこ
と。
設問一
趣旨
動画を見る目的を捉えることを通して，目的や意図に応じ，適切な言葉遣いで話すこと
ができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ
た適切な言葉遣いで話すこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 一 １ １ と解答しているもの 4.0
２ ２ と解答しているもの 8.5
３ ３ と解答しているもの 77.3 ◎
４ ４ と解答しているもの 9.6
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.5
分析結果と課題
○ 正答率は77.3％である。
○ 解答類型４の反応率は9.6％である。これは，【グループの話し合いの様子】の中にある，
石田さんの「全体的に早口になっているように思うので、そこを直したいな」という発言に
着目できていない。また，この中には，上野さんの「表情がとても明るくて」という発言と
選択肢４の「姿勢や表情に気をつけて話していた」とを結び付けて捉えた児童もいたと考え
られる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明
43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし
78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも
48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する
Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55
（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
学習指導に当たって
動画を活用して，スピーチを振り返る
○ 文字言語としての書き言葉と比べると，話し言葉には，発せられた途端に消えていくと
いう特質や，聞き手の反応やその場の状況などの影響を強く受けながら理解されたり表現
されたりするという特質がある。そのため，よりよいスピーチにするために，児童が自分
自身の話や話す様子を振り返り，次に生かすことができるようにすることが重要である。
具体的には，本問のように，自分や友達の発表の様子を動画で撮影し，観点に沿って振
り返ることができるように指導することが考えられる。その際，スピーチの目的や意図，
指導のねらいなどに応じて，話の構成や内容，話し方についてなど振り返るための観点を
明確にすることが大切である。
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設問二
趣旨
話の構成を工夫して話したり，聞き手の反応を見て話したりすることができるなどのス
ピーチメモのよさを捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ
た適切な言葉遣いで話すこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 二 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 次のa，bの両方，またはどちらか一方を使って書いている。
a 「話のまとまりと順序を意識して話す」
b 「相手の反応を見て話す」
② 40字以内で書いている。
１ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，a，b 10.8 ◎
の両方を使って書いているもの
（正答例）
○ 話のまとまりと順序を意識して話したり、相手の反応を見て話
したりすることができる。（40字）
２ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，aの 28.9 ◎
みを使って書いているもの
（正答例）
○ 話のまとまりと順序を意識して話すことができる。（23字）
３ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，bの 29.7 ◎
みを使って書いているもの
（正答例）
○ 相手の反応を見て話すことができる。（17字）
９ 上記以外の解答 26.8
０ 無解答 3.8
正答率 69.4
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分析結果と課題
○ 正答率は69.4％であり，話の構成を工夫して話したり，聞き手の反応を見て話したりする
ことができるなどのスピーチメモのよさを捉えることに課題がある。
○ 解答類型１の反応率は10.8％であり，条件①のa「話のまとまりと順序を意識して話す」
と，条件①のb「相手の反応を見て話す」の両方を使って「スピーチメモのよさ」を書いて
いるものである。
○ 解答類型２の反応率は28.9％であり，条件①については，a「話のまとまりと順序を意識
して話す」のみを使って書いているものである。具体的な例としては，以下のようなものが
ある。
（例）
・ 必要なときにだけメモを見て、話のまとまりと順序を意識して話せるというよさが
ある。（40字）
・ スピーチメモを使って話のまとまりと順序を意識して話すことができる。（33字）
このように解答した児童は，【グループの話し合いの様子】の中にある，上野さんの「ス
ピーチメモを使って話のまとまりと順序を意識して話すことはできたかな」という発言に着
目したと考えられる。
○ 解答類型３の反応率は29.7％であり，条件①については，b「相手の反応を見て話す」の
みを使って書いているものである。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 話が分かりやすくなり、相手の反応を見て話すよゆうができるのがメモのよさ。
（36字）
・ 必要なときにメモを見ることができて、相手の反応を見ながら話すことができる。
（37字）
このように解答した児童は，【グループの話し合いの様子】の中にある，石田さんの「必
要なときにだけメモを見ればよかったから、相手の反応を見て話すこともできたと思う」と
いう発言に着目したと考えられる。
○ 解答類型９の反応率は26.8％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 全部書くと早口になるけど、メモだとゆっくり話せるからメモはいい。(32字)
・ 間をとるところ、強く読むところにマークを付けて、スピーチをよくすることがで
きる。（40字）
・ 話すことを忘れてしまっても、メモを見れば思い出せて、話したいことを伝えられ
る。（39字）
このように解答した児童は，それぞれの学習経験に基づいて「スピーチメモのよさ」を書
いたと考えられる。
-57-
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明
43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし
78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも
48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する
Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55
（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
学習指導に当たって
スピーチメモを活用して話す
○ 高学年では，目的や意図に応じて，話の構成を工夫しながら場に応じた適切な言葉遣い
で話す必要がある。「目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫」す
ることの「意図」には，自分の意図だけでなく，相手の意図をも含んでいる。スピーチな
ど，まとまった発表などを行う際には，発表原稿を基に話すことのみならず，本問のよう
に，スピーチメモを活用して話すことができるようにすることが大切である。
具体的には，話の構成を意識して，相手の反応を見ながら話すことが求められる。また，
相手の意図に応じて，自分の考えが伝わるように複数の事例を取り上げたり，話す速さや
間の取り方を工夫したりするなどして，考えながら話すことができるように指導すること
が考えられる。
ここでは，本問におけるスピーチメモについての構成例を示す。
〈スピーチメモの構成例〉
１ 折り紙とは（概要説明）
スピーチの最初に，外国の人に折り紙とはどのようなものな
のかを，説明をしている。
２ 自分の経験（具体例①）
外国の人に折り紙をより身近に感じてもらうために自分の経
験を伝え，実物を提示している。
３ 折り紙の例（具体例②）
自分の経験に付け加えをしている。
４ 折り紙のみりょくとは（主張）
１～３を受けて，「自分の考え」を伝えている。
５ まとめ（結び）
最後に外国の人へ，体験コーナーへの参加を呼びかけている。
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設問三
趣旨
目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，場に応じた適切な言葉遣いで自分の考
えを話すことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと
イ 目的や意図に応じて，事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら，場に応じ
た適切な言葉遣いで話すこと。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
１ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 折り紙のみりょくについて，以下の内容を取り上げて書いている。
a 【スピーチメモ】から取り上げている。
b 【グループの話し合いの様子】で出された意見から取り上げて
いる。
② スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書いている。
③ 書き出しの言葉に続けて，80字以上，100字以内で書いている。
（正答例）
・ （「折り紙のみりょくは、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）
色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることができ
ることや、紙一まいから立体的な形ができること、組み合わせて形
をつなげられることだと、わたしは思います。（92字）
・ 色やもようがきれいな紙を折って、いろいろな形を作ることがで
きることや、どこでも手軽にできることです。他にも、自分で作り
方をくふうできることなども、みりょくだと思います。（95字）
１ 条件①a，bの両方と条件②，③を満たしているもの 48.6 ◎
２ 条件①a，bの両方と条件②は満たしているが，条件③は満たして 2.1
いないもの
３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの 1.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの 11.6
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの 22.4
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの 2.2
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの 4.5
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
８ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもののうち， 2.6
折り紙のみりょくとして考えられることについて書いているもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 2.0
０ 無解答 2.5
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分析結果と課題
○ 正答率は48.6％であり,目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，場に応じた適切
な言葉遣いで自分の考えを話すことに課題がある。
○ 解答類型４の反応率は11.6％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ （「折り紙のみりょくは、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）色やもようが
きれいな紙を折っていろいろな形を作ることができることだと私は思います。折り紙
は、紙を折っていろいろな形を作る遊びで、子どもから大人まで楽しむことができま
す。（95字）
このように解答した児童は，【スピーチメモ】の内容を取り上げているが，【グループの
話し合いの様子】で出された意見については取り上げて書くことができていない。
○ 解答類型５の反応率は22.4％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ どこでも手軽にできることや、「つる」や「風船」のように紙一枚から立体的な形
を作れること、「手裏剣」のように形を組み合わせてつなげられることがみりょくだ
と思います。（92字）
このように解答した児童は，【グループの話し合いの様子】で出された意見を取り上げて
いるが，【スピーチメモ】の内容については取り上げて書くことができていない。
○ 解答類型３の反応率は1.7％，解答類型６の反応率は2.2％，解答類型７の反応率は4.5％
であり，これらは，条件②「スピーチとしてふさわしい言葉遣いで書いている」を満たして
いないものである。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
〈解答類型３〉
・ 色やもようがきれいな紙を折っていろいろな形を作れて、紙一枚から立体的な形が
できたり、手裏剣のように組み合わせて形をつなげられることが折り紙のみりょくだ
よね。（89字）
〈解答類型６〉
・ 色やもようがきれいな紙でいろいろな形を作って遊べることで、子どもから大人
まで楽しむことができるのがみりょくだよ。（67字）
〈解答類型７〉
・ どこでも手軽にできることだと思うよ。紙一枚から立体的な形ができるということ
もみりょくだと思う。「手裏剣」のように組み合わせて形をつなげられることも折り
紙のみりょくだよ。（95字）
このように解答した児童は，【スピーチメモ】の内容と【グループの話し合いの様子】で
出された意見の両方，もしくはそのどちらかを取り上げて書いているが，スピーチとしてふ
さわしい言葉遣いで書くことはできていない。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ａ７
選手宣誓文の表現の工夫とその効果を説明
43.5％ P.32～P.33 P.46～P.48
したものとして適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１一
助言の際に６年生がとった対応の説明とし
78.9％ P.36～P.41 P.50～P.55
て適切なものを選択する
Ｈ25Ｂ１二
６年生の助言の仕方の説明として適切なも
48.8％ P.36～P.41 P.50～P.55
のをそれぞれ選択する
Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55
（参照）「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10
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学習指導に当たって
目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話す
○ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話すためには，話の構成や内容を工夫し，
場に応じた適切な言葉遣いで話すことができるようにする必要がある。話の構成や内容を工
夫するためには，自分の立場を明確に説明したり，事実と感想，意見とを区別したり，結論
付けを明確にしたりすることなどについて指導することが大切である。また，場に応じた適
切な言葉遣いで話すためには，声量や速度，抑揚や間の取り方，改まった言葉や丁寧な言葉，
敬体と常体との使い分けなど，その場に応じた最も適切な表現の仕方について指導すること
が大切である。言葉遣いは，音声の使い方，語や文，表情，仕草など広い範囲に及ぶことに
も留意し，指導することが必要である。
ここでは，本問を活用した指導例を示す。
１ スピーチの目的と意図を確認する
○ 目的「日本語を学んでいる外国の人たちに，日本の文化などを紹介する」
○ 意図「外国の人たちに，日本のことをもっと知ってもらいたい」
２ 自分の考えを明確にし，スピーチの構成と内容を考える
○ 自分の考え「外国の人たちに「折り紙」の魅力を伝えたい」
３ ２で考えた構成と内容を基に，スピーチメモをつくる
※本報告書58ページ「〈スピーチメモの構成例〉」を参照。
４ スピーチを練習し，助言し合う
○ 話す様子を動画で記録するなどし，記録を見ながら振り返る。
〈振り返る観点〉
・ 自分の考えが相手に適切に伝わるように話しているか
・ 場に応じた適切な言葉遣いで話しているか
・ 声の大きさ，話す速さ，間の取り方，表情など
５ 友達の助言を基に，スピーチの構成や内容を見直す
○ 目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるように話すために，友達の助言を参考
にして，自分のスピーチを見直し，改善する。
６ 日本語を学んでいる外国の人たちに，スピーチを行う
７ スピーチを聞いた人からの感想を基に，次の学習で生かしたいことを考える
○ 次の学習で生かしたいこと
「発表原稿ではなくスピーチメモを使うと，相手の反応を見ながら話せるから，自
分の考えが相手に伝わっているかどうか確かめながら話すことができた。また発表
をするときには，メモを作ってそれをもとに話してみたい。」
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国語Ｂ２ 協力を依頼する文章を書く（緑のカーテン作りへの協力のお願い）
-64-
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出題の趣旨
目的や意図に応じ，文章全体の構成や表現を工夫して，協力を依頼する文章を書くこと
ができるかどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり
編集したりすること。
設問一
趣旨
目的や意図に応じて，文章全体の構成を考えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 一 １ １ と解答しているもの 18.8
２ ２ と解答しているもの 3.3
３ ３ と解答しているもの 6.2
４ ４ と解答しているもの 71.0 ◎
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 0.7
分析結果と課題
○ 正答率は71.0％である。
○ 解答類型１の反応率は18.8％である。この中には，選択肢１の「夏の教室が暑いとどう困
るのかの具体例」という部分と，【緑のカーテン作りへの協力のお願い】の中の最初の部分で
ある「夏が来ると、教室が暑くなってこまったことはありませんか」とを結び付けて解答し
た児童もいたと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ27Ｂ１一
新聞の割り付けとして適切なものを選択す
74.7％ P.36～P.43 P.48～P.55
る
Ｈ28Ｂ２三
「早ね早起き」活動の報告文で課題を取り
58.5％ P.44～P.51 P.60～P.69
上げた効果として適切なものを選択する
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学習指導に当たって
目的や意図に応じて，文章の構成を考える
○ 自分の考えを明確に伝えるためには，目的や意図に応じて文章全体の構成の効果を考えて
書くことが重要である。文章の種類や特徴を踏まえた上で，自分の考え及び相手の理解が明
確になるように，文章の構成を工夫する必要がある。
本問で取り上げたような協力を依頼する文章においては，提案内容が相手に伝わるように，
説得力をもって伝えるとともに，協力が必要な理由を明確にして書くことが大切である。
その上で，協力を依頼する相手や目的に応じて，文章全体の内容や構成の効果を工夫する
ことが重要である。
ここでは，本問で取り上げた協力を依頼する文章の構成例及びそれを活用して指導する際
の留意点を示す。
〈協力を依頼する文章の構成例〉
【緑のカーテン作りへの協力のお願い】
依頼する文章の全体構成
○ 緑のカーテンの説明
・ 緑のカーテンを作ること（話題）
・ 緑のカーテンとは何か（定義）
・ 布のカーテンと比べた効果（引用）
○ 緑のカーテンの作り方
・ 手順１～７
○ 依頼の内容
・ 水やり協力のお願い
〈上記の構成例を活用して指導する際の留意点〉
文章を書くときには，書く目的や意図，相手に応じ，文章の種類を選択し，考えたこ
とを十分に反映させ，文章全体の構成を考えることが大切である。本問における協力を
依頼する文章の場合は，次のように考えられる。
目的「緑のカーテン作りへの協力を依頼する」
意図「水やりは大変だから，多くの友達に協力してほしい」
相手「同じ学年の友達に向けて書く」
方法「水やりへの協力を依頼する文章を書く」
また，常に読み手の立場に立って内容や構成を考えることも大切である。本問におい
ては，緑のカーテンを知らない人もいることを考え，「緑のカーテンの作り方」の前に「緑
のカーテンの説明」を書くなど，構成を工夫している。読み手の立場に立って文章を書
くためには，読み手の立場から文章を客観的に評価し，文章を見直す活動を設定するこ
とが大切である。具体的には，書き終わってからだけではなく，構成の段階で友達と読
み合い，「読み手が分かりやすい，効果的な構成となっているかどうか」などの観点で話
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し合い，助言し合い，助言を基に文章を見直す活動が考えられる。
さらに，相手・目的意識をもって内容や構成を考え，文章を書く活動として，次のよ
うな単元設定例が考えられる。
・ 自分たちの係活動を友達に説明して，協力してもらう。（依頼文）
・ ４年生に委員会活動の推薦をして，選ぶときの参考にしてもらう。（推薦文）
・ ３年生にクラブ活動の楽しさを知ってもらい，興味をもってもらう。（紹介文）
普段から，単元設定の段階で，児童の日常生活の中から書く必要のあることを取り上
げて題材を選び，書くことによってどのようなよさが期待できるかなど，見通しをもた
せるようにすることも大切である。
設問二
趣旨
目的や意図に応じ，引用して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 二 １ ① と解答しているもの 5.0
２ ② と解答しているもの 9.7
３ ③ と解答しているもの 71.1 ◎
４ ④ と解答しているもの 10.9
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 3.1
分析結果と課題
○ 正答率は71.1％である。
○ 解答類型２の反応率は9.7％であり，解答類型４の反応率は10.9％である。緑のカーテン
の効果に疑問をもち，布のカーテンでもよいのではないかと考えている友達を説得するた
めには，緑のカーテンの効果に関する適切な部分を引用して書くことが求められる。ここ
では，【『緑のカーテンを始めよう』の一部】の①から④までの文の中から，緑のカーテン
の効果について，布のカーテンと緑のカーテンを比較した具体的な結果が示されているも
のを選択する必要がある。②の文を選択した児童は，緑のカーテンでおおった場合と布の
カーテンをしめた場合を比較するということに着目することはできていると考えられる。
また，④の文を選択した児童は，緑のカーテンでおおうことの効果に着目することはでき
ていると考えられる。しかしながら，どちらも緑のカーテンと布のカーテンを比較した具
体的な結果には着目することができていない。このことから，自分の考えを補説する目的
で引用する場合に，どのような文を引用すれば効果的かを捉えることができていない児童
もいたと考えられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
提示された資料を読み取った上で，相手に
Ｈ24Ｂ２二 対して質問をしたい内容を明確にして発表 52.9％ P.44～P.51 P.153～P.161
するように記述する
Ｈ25Ａ４ア 「言葉の使い方」に関する資料を読み取り， 72.6％ P.25～P.27 P.36～P.39
Ｈ25Ａ４イ 年代ごとの割合から分かることを書く 71.5％ P.25～P.27 P.36～P.39
Ｈ25Ａ４ウ
「言葉の使い方」に関する資料を読み取り，
45.1％ P.25～P.27 P.36～P.39
全体から分かることを書く
Ｈ25Ｂ２二
【ずかんの一部】の中から花火師の苦労が
26.5％ P.42～P.49 P.56～P.64
具体的に書かれている内容を引用して書く
Ｈ25Ｂ２三
複数の内容を関係付けた上で，自分の考え
17.9％ P.42～P.49 P.56～P.64
を具体的に書く
Ｈ27Ｂ２三
楽器の分担の決め方について，【楽器の分
41.8％ P.44～P.52 P.56～P.64
担図】を基にして書く
「早ね早起き」活動の成果について，〈図
Ｈ28Ｂ２一 １〉の結果を基に書いた内容として適切な 43.5％ P.44～P.51 P.60～P.69
ものを選択する
Ｈ28Ｂ２二 「早ね早起き」活動の課題について，〈図
51.5％ P.44～P.51 P.60～P.69
(1) ２〉の結果を基に書く
Ｈ28Ｂ２二 「早ね早起き」活動の課題に対する解決方
64.4％ P.44～P.51 P.60～P.69
(2) 法について，〈表２〉の結果を基に書く
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.３～P.４
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.６
「平成28年度【小学校】授業アイディア例」P.６
学習指導に当たって
説得力をもって自分の考えを伝えるため，引用して書く
○ 説得力をもって自分の考えを伝えるためには，判断の根拠や理由を明確に示しながら自分
の考えを述べることが重要である。その際，本や文章などから必要な語句や文を引用する
ことができるように指導することが大切である。本問においては，具体的な事実を示すこ
とで，緑のカーテンを作ることの効果を読み手に分かりやすく伝えることができるという
ことを捉える必要がある。
実生活で生きて働く国語の能力として，目的に応じて，適切に引用できるようになること
は大切である。その際，「自分の考えを補説したい」，「説得力を高めたい」など目的意識を
もたせ，引用の必要性や効果を実感できるように指導することが大切である。
さらに，他教科等の学習や生活の場面で，情報と情報を関係付けて考え，情報を基に説
得する活動や説明する活動を位置付け，情報の妥当性について考える機会なども多くもち，
身に付けた力を活用できるようにすることが必要である。
なお，引用は原文に正確に行うことや，引用した部分と自分の考えとの関係などを明確に
することに注意するようにし，引用した文章等の出典については必ず明記するとともに，引
用部分が適切な量になるようにすることを指導する必要がある。
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設問三
趣旨
目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書くことができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
２ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① 水やりが大変な理由について，【アドバイス】の中の以下の内容
を取り上げて書いている。
a 毎朝水をやること
b たくさんの植木ばちに水をやること
② 【緑のカーテン作りへの協力のお願い】にふさわしい表現で書い
ている。
③ 書き出しの言葉に続けて，30字以上，60字以内で書いている。
（正答例）
・ （「なぜなら、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）毎朝水
をやらないといけないし、大きな緑のカーテンを作るために、たく
さんの植木ばちに水をやる必要があるからです。（60字）
・ 毎朝たくさんの植木ばちに水をやる必要があるからです。（31字）
１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの 33.2 ◎
２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たし 0.0
ていないもの
３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの 5.4
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの 25.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの 6.4
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの 8.7
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの 1.6
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
８ 条件②は満たしているが，条件①a，bは満たしていないもののう 9.8
ち，水やりの大変さについて書いているもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 6.4
０ 無解答 2.8
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分析結果と課題
○ 正答率は33.2％であり，目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書くことに課題がある。
○ 解答類型４の反応率は25.7％である。これは，条件①b「たくさんの植木ばちに水をやる
こと」を取り上げて書くことができていない。具体的な例としては，以下のようなものが
ある。
（例）
・ （「なぜなら、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）毎朝水をあげないとすぐ
にかれてしまうからです。朝水やりをわすれるとしおれかけることもあるからです。
（54字）
また，解答類型６の反応率は8.7％である。これは，条件①b「たくさんの植木ばちに水
をやること」を取り上げて書くことができておらず，条件②「【緑のカーテン作りへの協力
のお願い】にふさわしい表現」で書くことができていない。具体的な例としては，以下の
ようなものがある。
（例）
・ 毎朝水やりをしないとすぐにかれてしまうし、昼に見に行ったらしおれてしまって
いたから。（47字）
このように解答した児童は，水やりが大変な理由について，「毎朝水をやること」を書く
ことはできているが，「たくさんの植木ばちに水をやること」を書くことができていない。
これは，水やりが大変な理由を【アドバイス】から一つのみ取り上げており，【アドバイス】
の文章全体の構成を捉えて，事実と感想，意見などとを区別し，大変な理由を二つ取り上
げて簡単に書くことができなかったと考えられる。
○ 解答類型８の反応率は9.8％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 植物を大切に育てるために、大きなはちにたくさんの水をあげるからです。（39字）
・ １階から３階まで作るし、夏は温度が高いので、水をきゅうしゅうするからです。
（42字）
・ １日１回だけでも水をあげないとしおれてしまうからです。だから水が必要なので
す。（44字）
このように解答した児童は，水やりの大変さについて書くことはできているが，それを【ア
ドバイス】の中から適切に取り上げて書くことができていない。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ24Ａ７
新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整
43.7％ P.28～P.31 P.136～P.138
理し，一文にまとめて書く
Ｈ24Ｂ１二
目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが
55.5％ P.38～P.43 P.144～P.151
ら，返事の仕方と内容を記述する
Ｈ25Ｂ１三 川本さんの助言についての説明を書く 67.3％ P.36～P.41 P.50～P.55
Ｈ25Ｂ２一
「打ち上げ花火の歴史」という見出しに合
64.0％ P.42～P.49 P.56～P.64
わせて必要な内容を書き加える
Ｈ26Ｂ２二
付箋の内容を関係付けて，野口さんのまと
27.1％ P.44～P.51 P.58～P.68
めを書く
Ｈ27Ｂ１二
見出しの表現の工夫についての説明として
71.0％ P.36～P.43 P.48～P.55
適切なものを選択する
Ｈ27Ｂ１三
【中田とよさんへのインタビューの様子】
34.9％ P.36～P.43 P.48～P.55
の内容をまとめて書く
Ｈ27Ｂ２二 【文章】の要旨をまとめて書く 78.6％ P.44～P.52 P.56～P.64
（参照）「平成24年度【小学校】授業アイディア例」P.２
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.９～P.10，P.11～P.12
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.11～P.12
「平成27年度【小学校】授業アイディア例」P.５
学習指導に当たって
目的や意図に応じ，必要な内容を整理して書く
○ 読み手に自分の考えが伝わるような文章を書くためには，目的や意図に応じ，取材した
情報から必要な内容を整理することが重要である。
本問では，水やりに協力してくれる人を募集するため，緑のカーテンを作ったことのある
中学生の【アドバイス】から，水やりが大変な二つの理由と，それぞれの理由を説明する
事例を区別し，必要な内容を取り上げ，整理して簡潔に書く必要がある。
ここでは，本問における中学生からの【アドバイス】の構成例及びそれを活用して指導す
る際の留意点を次に示す。
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〈中学生からの【アドバイス】の構成例〉
１ 話題
・ 水やりが大変だったこと。 思い
２ 大変だった理由①と事例①
・ 毎朝水をやらないといけな 理由①
いから。
・ 水やりをわすれてあわてて 理由を説明
見に行ったら，しおれかけて する事例①
いたこと。
３ 大変だった理由②と事例②
・ たくさんの植木ばちに水を 理由②
やる必要があるから。
・ 植木ばちの数は，緑のカー 理由を説明
テンの大きさで変わること。 する事例②
４ まとめ
・ すずしい夏が過ごせてうれ 思い
しかった。
・ 相談にのるよ。がんばって。
〈上記の構成例を活用して指導する際の留意点〉
まず，中学生からの【アドバイス】は，上記の構成例のような内容で組み立てられてい
ることを児童が捉えることができるようにする。そのためには，【アドバイス】から収集
した事柄を整理し，情報と情報との共通点や相違点に着目してまとめたり，見出しを付け
たりすることが考えられる。次に，まとめて見出しを付けた事柄を基に，理由を取り上げ
て簡単に書くことができるようにする。
自分の考えを明確に伝えるためには，簡単に書くことが必要な場合と，詳しく書くことが
必要な場合とがある。児童が，目的や意図に応じて，どちらが読み手に分かりやすく伝える
ことができるかを判断することができるように指導することが大切である。
具体的には，新聞やリーフレットなど文章の種類や特徴を踏まえ，書く内容や分量などを
考えながら，目的や意図に応じて簡単に書くというような学習活動を工夫することが考えら
れる。さらに，そうした学習活動を，国語科のみならず，各教科等においても，意図的，計
画的に設定することが重要である。
※出典等
・環境省 「グリーンカーテンプロジェクト」のウェブページ
・監修 菊本るり子『学校で育てる 緑のカーテン大百科 全３巻』『①グリーンパワーで節電』
『②はじめての栽培と観察』『③収穫と広がるエコ活動』
（2013年２月 株式会社 学研教育出版）
などによる。
始め中
終わり
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国語Ｂ３ 物語を読んで，感想を伝え合う（あまんきみこ「きつねの写真」）
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出題の趣旨
物語を読んで考えたことを発表し合い，叙述を基に自分の考えをまとめることができる
かどうかをみる。
■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと
ア 物語や詩を読み，感想を述べ合うこと。
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設問一
趣旨
登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を捉えることができるかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 一 １ １ と解答しているもの 11.7
２ ２ と解答しているもの 76.0 ◎
３ ３ と解答しているもの 5.0
４ ４ と解答しているもの 4.6
９ 上記以外の解答 0.1
０ 無解答 2.5
分析結果と課題
○ 正答率は76.0％である。
○ 解答類型１の反応率は11.7％である。この中には，選択肢１「にぎやかな」と，【物語の
一部】の③「あたりの木がいっせいにざざっとゆれてよびました」の中の「ざざっと」とを
結び付けた児童もいたと考えられる。
（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
50.0％ P.50～P.55 P.65～P.70
ア 推薦している対象を書く
Ｈ25Ｂ３一 【花田さんが書いたすいせん文】において
45.4％ P.50～P.55 P.65～P.70
イ 推薦している理由を書く
Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
44.8％ P.50～P.55 P.65～P.70
ウ 推薦している理由を書く
Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37
Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として適切
67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
なものを選択する
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
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学習指導に当たって
登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を捉えながら読む
○ 高学年では，読む本や文章が多様になるため，作者や筆者の述べたい内容や要旨を捉え
るなど文章全体を読んだり，複数の本や文章などについて，様々な読み方を身に付けたりす
る必要がある。
具体的には，本問のように，心に残った
叙述を取り上げ，その叙述をどのように解
釈したのか，自分の考えを明らかにしなが
ら話し合い，一人一人の感じ方に違いがあ
ることに気付き，各自の読みを広げていく
ことができるように指導することが大切で
ある。その際，例えば，物語全体を見通す
ことができるような学習シートを活用し，
場面と場面とを関係付け，複数の叙述を矢
印で結んだり，それらからどのように考え
たのかを書き込んだりすることができるよ
うにすることが考えられる。また，同様の
シートを拡大し，黒板に貼るなどして掲示
し，そのシートを基に児童が交流すること
で，叙述に基づいて互いの考えを共有する
ことができるようにすることも考えられる。
設問二
趣旨
自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えることができるかどうかを
みる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
オ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりするこ
と。
学習シートの活用例
拡大したシートを用いた板書例
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解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 二 １ アに１，イに４と解答しているもの 28.2 ◎
２ アに１と解答しているが，イに４と解答していないもの 7.3
３ イに４と解答しているが，アに１と解答していないもの 43.9
９ 上記以外の解答 17.5
０ 無解答 3.2
分析結果と課題
○ 正答率は28.2％であり，自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉える
ことに課題がある。
○ 解答類型３の反応率は43.9％である。この中には，【話し合いの様子の一部】の中の原さん
の発言である 部ア「どこからそう思うの」という一文のみに着目し，その前後の田
中さんの発言と結び付けて捉えることができなかった児童もいたと考えられる。また，原さん
のア「どこからそう思うの」という発言には，相手の考えの基となる叙述を明らかにしよう
とする意図があることを捉えることができなかった児童もいたと考えられる。
解答類型３の中には，アに選択肢２と解答している児童が多く見られた。この中には，田
中さんの「二人を写したはずの写真にきつねが写っていたんだから、きっときつねだよ」と
いう発言の意味を捉えることができず，選択肢２の「意味が理解できず、その意味を知ろう
としている」に着目した児童もいたと考えられる。
学習指導に当たって
物語を読んで感想を伝え合い，自分の考えを広げたり深めたりする
○ ものの見方や考え方を広げるために，物語を読んで感想を伝え合い，一人一人の感じ方
に違いがあることに気付き，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにするこ
とは重要である。
具体的には，各自考えたことが，どのように共通していたり相違したりしているのかなど
を明らかにしながら交流する機会を設定することが考えられる。同じ叙述を取り上げた場合
でも，その叙述をどう解釈しているかは異なることがある。取り上げた叙述とその叙述を基
にどう考えたのかを交流し，互いの考えの共通点や相違点を明確にすることが，自分の考え
を広げたり深めたりすることにつながっていくと児童が実感できるように指導することが大
切である。
さらに，本問のように，物語を読んで感想を伝え合う場合，相手の考えがどの叙述に基づ
いているのかを明確にするために,「どこからそう思うの」と質問したり，相手の考えを聞
いた上で，自分の理解が正しいかどうかを確かめるために，「○○さんの言いたいことはそ
ういうことなの」と質問したりするなど互いに補完し合うことによって，自分の考えを広げ
たり深めたりすることができるように指導することが考えられる。「自分の考えについて友
達の意見を聞きたい」,「分からないところを相談したい」など，児童一人一人が交流の目
的をもつことができるように指導することが大切である。
こうした交流を行うための基盤として，互いの違いを認め合う学級の雰囲気をつくるとと
もに，自分の考えをまとめ，伝え合うことの意義を感じることのできる学習集団をつくるこ
とが重要である。
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設問三
趣旨
物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめることができ
るかどうかをみる。
■学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと
エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分
の考えをまとめること。
〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳
しく書いたりすること。
解答類型と反応率
問題番号 解 答 類 型
反応率
正答
（％）
３ 三 （正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
① の横山さんのように，【物語の一部】から言葉や文を取
り上げて書いている。
② 取り上げた言葉や文をもとに，どうして松ぞうじいさんやとび吉
がきつねだと考えるのかを書いている。
③ 60字以上，100字以内で書いている。
（正答例）
・ 「松ぞうじいさんの目に、なみだがきらりとひかりました」とい
うところは、人間にうちとられてしまった仲間のきつねを思う気持
ちが表れていると思うから、松ぞうじいさんはきつねだと考えたよ。
（90字）
１ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①について，【話 30.4 ◎
し合いの様子の一部】で示されている叙述以外を取り上げているもの
２ 条件①，②，③を満たしているもののうち，条件①について，【話 13.5 ○
し合いの様子の一部】で示されている叙述を取り上げているもの
３ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①について，【話し 0.4
合いの様子の一部】で示されている叙述以外を取り上げているが，
条件③は満たしていないもの
４ 条件①，②を満たしているもののうち，条件①について，【話し 0.7
合いの様子の一部】で示されている叙述を取り上げており，条件③
は満たしていないもの
５ 条件①について，【話し合いの様子の一部】で示されている叙述 21.0
以外を取り上げているが，条件②は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
６ 条件①について，【話し合いの様子の一部】で示されている叙述 4.8
を取り上げており，条件②は満たしていないもの
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
７ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの 1.8
＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
９ 上記以外の解答 8.1
０ 無解答 19.3
正答率 43.9
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分析結果と課題
○ 正答率は43.9％であり，物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考
えをまとめることに課題がある。
○ 解答類型１の反応率は30.4％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
・ 「大きなきつねは、ひたいに手をかざしています」という写真の様子は、「ふしく
れだった手をちょっとかざすようにして」の松ぞうじいさんの動きと同じで、そこか
らもきつねということが考えられるよ。（93字）
このように解答した児童は，複数の叙述を結び付け，松ぞうじいさんやとび吉がきつね
であると考えたわけについて書いている。
○ 解答類型５の反応率は21.0％，解答類型６の反応率は4.8％である。これらは，条件②「取
り上げた言葉や文をもとに，どうして松ぞうじいさんやとび吉がきつねだと考えるのか」を
書くことができていないものである。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例）
〈解答類型５〉
・ 山野さんがきつねの写真をとりたいと言ったあとに、「そこまできくと、松ぞうじ
いさんの目に、なみだがきらりとひかりました」と書いてあるから、松ぞうじいさん
はきつねだと考えることができるよ。（92字）
〈解答類型６〉
・ 「山野さんは、むかいあったふたりをぱちりとうつしました」と書いてあるし、
松ぞうじいさんが「ついてきなせえ」と言ったところがあるので松ぞうじいさんや
とび吉がきつねだと考えた。（86字）
このように解答した児童は，松ぞうじいさんやとび吉がきつねであることが分かる叙述
を取り上げることはできているが，その叙述を基にして，松ぞうじいさんやとび吉がきつね
であると考えたわけについて書くことができていない。
○ 解答類型９の反応率は8.1％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。
（例①）
・ しっぽが少し出ていて、このしっぽはきつねだなと思ったからです。そして、しゃ
べり方もきつねみたいで、目も動物みたいな目だったからです。（66字）
このように解答した児童は，叙述を基にせず，想像したことを書いている。言葉を正確に
理解した上で，叙述を基に想像しながら読むことができていないと考えられる。
（例②）
・ なんだかとっても不思議な話で、松ぞうじいさんがきつねだということが最後に
ちょっと分かって、とてもいいお話だと思いました。（60字）
このように解答した児童は，物語を読んだ感想を書いたと考えられる。
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（参考）
※関連する問題
問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書
Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
50.0％ P.50～P.55 P.65～P.70
ア 推薦している対象を書く
Ｈ25Ｂ３一 【花田さんが書いたすいせん文】において
45.4％ P.50～P.55 P.65～P.70
イ 推薦している理由を書く
Ｈ25Ｂ３一 【本間さんが書いたすいせん文】において
44.8％ P.50～P.55 P.65～P.70
ウ 推薦している理由を書く
Ｈ26Ａ５ 物語の一部に入る適切な人物の名前を書く 65.5％ P.24～P.26 P.35～P.37
Ｈ27Ａ６
登場人物の関係についての説明として適切
67.7％ P.28～P.30 P.41～P.43
なものを選択する
（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９
「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.13～P.14
「平成26年度【小学校】授業アイディア例」P.８
学習指導に当たって
物語を読み，叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる
○ 日常の読書においては，今までの読書経験を踏まえ，叙述と自分の体験や他者の解釈と
を結び付けたり，他の作品と比べたりして読むことで，より豊かに想像することができると
考えられる。
叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめる際，その叙述を見付けるためには，
場面の展開に沿って，登場人物の言動や心情の変化を捉えて読む必要がある。さらに，高学
年では象徴性や暗示性の高い表現や内容，メッセージや題材を強く意識させる表現や内容な
ど，感動やユーモア，安らぎなどを生み出す優れた叙述に着目して読むことが大切である。
具体的には，色や情景などの描写から受けるイメージを交流することなどが考えられる。本
問においては，「あたりの木がいっせいにざざっとゆれて」，「林の木がこだまするように」
などの情景描写から，「不思議な感じがする」，「何かが起こりそうな感じがする」などと捉
えることができるように指導することが考えられる。
また，一つの場面の叙述だけを対象とするにとどまらず，複数の場面の叙述を相互に関係
付けながら読むことができるようにすることが大切である。具体的には，物語全体を見通す
ことができるような学習シートを用いたり，感想を記入したカードやノートを活用したりし
ながら，どの叙述に着目したのかを明確にすることができるように指導することが考えられ
る。本問においては，「山野さんは、むかいあったふたりをぱちりとうつしました」と「き、
きつねの写真だ」，「むかいあった大きなきつねと小さなきつね」などの複数の叙述を関係
付けて読むことが考えられる。
さらに，それらの叙述を取り上げながら，「叙述を基にしてどう考えたのか」を交流する
ことで，それぞれの考えが自分の体験や読書経験に基づいていたり，他の叙述と関係付けら
れていたりすることに気付くことができるように指導することも大切である。
※出典等
・著者 あまんきみこ『あまんきみこセレクション② 夏のおはなし』
（2009年12月 株式会社 三省堂）
による。
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